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現
在
、
長
崎
の
唐と

う

寺で
ら

崇
福
寺
や
、
黄
檗
宗
本
寺
の
京
都
萬
福
寺
、
神
戸

の
関
帝
廟
で
は
、
先
祖
祭
祀
の
た
め
の
普ふ

ど

え
度
会
が
年
中
行
事
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
。
崇
福
寺
は
「
普
度
蘭
盆
勝
会
」、
萬
福
寺
は
「
普
度
勝
会
」、

神
戸
関
帝
廟
は
「
水
陸
普
度
勝
会
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
式
名
称
で
あ
る
。

「
蘭
盆
勝
会
」
の
呼
称
か
ら
も
、
こ
れ
ら
が
日
本
の
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

行
事
に
相
当

す
る
仏
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

日
本
の
盂
蘭
盆
の
催
行
の
早
い
記
録
は
、
須
弥
山
の
像
を
飛
鳥
寺
の
西

に
つ
く
っ
て
盂
蘭
盆
会
を
設
け
た
と
の
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
六
、
斎
明

天
皇
三
年
（
六
五
七
）
七
月
の
記
事
で
、
同
斎
明
天
皇
五
年
（
六
五
九
）

に
は
京
内
諸
寺
で
『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
、
七
世
の
父
母
を
報
謝
さ
せ
た

在
日
華
僑
の
祖
霊
・
餓
鬼
祭
祀

─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら

松
尾
恒
一

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
聖
武
天
皇
の

天
平
五
年
（
七
三
三
）
七
月
六
日
条
に
「
始
め
て
大
膳
を
し
て
盂
蘭
盆
の

供
養
を
備
（
マ
マ
）へ

せ
し
む
」
と
記
さ
れ
、
盂
蘭
盆
会
の
供
物
は
、
宮
中
の
食
事

や
儀
式
の
膳
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
大
お
お
か
し
わ
で
の
つ
か
さ

膳
職
に
盂
蘭
盆
会
に
奉
仕
さ
せ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
宮
中
の
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

漢
訳
仏
典
に
基
づ
く
隋
唐
代
の
仏
教
儀
礼
が
、
日
本
の
盆
行
事
の
始
源

で
あ
る
。
現
代
の
行
事
は
、
旧
暦
七
月
十
三
日
に
先
祖
を
迎
え
る
「
迎
え

火
」
を
焚
き
、
十
五
日
に
「
送
り
火
」
を
行
い
、
さ
ら
に
翌
日
、
祀
り
手

の
な
い
「
無
縁
仏
」
を
供
養
す
る
施
餓
鬼
を
行
う
の
が
、
全
国
広
く
に
み
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ら
れ
る
盂
蘭
盆
会
で
あ
る
。
先
祖
に
供
え
た
供
物
を
精
霊
船
に
乗
せ
て
川

や
海
に
流
す
「
精
霊
流
し
」
は
、
施
餓
鬼
の
ひ
と
つ
の
典
型
で
あ
る
。

　
「
盂
蘭
盆
」は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ナ
」（ullam

bana

、

）
の
音
写
語
で
あ
る
と
の
説
明
を
、
中
国
・
日
本
の
い
ず
れ

で
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ナ
」
は
「
倒

懸
（
さ
か
さ
に
か
け
る
、
逆
さ
吊
り
に
す
る
）」
の
意
味
で
、
先
祖
祭
祀
、

死
霊
祭
祀
の
意
味
は
な
い
。『
盂
蘭
盆
経
』
は
現
代
ま
で
、
相
当
す
る
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
経
典
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
中
国
で
作
ら

れ
た
偽
経
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

　

六
世
紀
、
梁
の
宗
懍
の
著
に
隋
代
の
杜と
こ
う
せ
ん

公
瞻
が
注
を
付
け
た
、
中
国
大

陸
中
部
の
年
中
行
事
を
主
内
容
と
す
る
『
荊け
い

楚そ

歳さ
い

時じ

記き

』
に
は
、
七
月

十
五
日
の
条
に
、
僧
侶
お
よ
び
在
家
の
者
が
「
盆
」
を
営
ん
で
法
要
を
行

な
う
こ
と
を
、『
盂
蘭
盆
経
』
の
経
文
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
。
咸

淳
五
年
（
一
二
六
九
）
に
南
宋
の
志
磐
が
編
纂
し
た
『
仏
祖
統
紀
』
に
は
、

大
同
四
年
（
五
三
八
）
に
、
梁
の
武
帝
自
ら
が
同
泰
寺
で
盂
蘭
盆
斎
を
設

け
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
史
実
と
し
て
認
め
得
る
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
そ
の
頃
に
『
盂
蘭
盆
経
』
に
基
づ
く
祖
霊
祭
祀

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
盂
蘭
盆
経
』
に
は
、
釈
尊
の
十
大
弟
子
で
神
通
第
一
の
目
連
尊
者
が
、

餓
鬼
道
に
堕
ち
て
苦
し
む
母
親
に
つ
い
て
、
釈
尊
の
「
安
居
の
最
後
の
日

に
す
べ
て
の
比
丘
に
食
べ
物
を
施
せ
ば
、
母
親
に
も
そ
の
施
し
の
一
端
が

口
に
入
る
だ
ろ
う
」
と
の
教
え
に
従
っ
た
と
こ
ろ
、
比
丘
ら
（
修
行
僧
）

は
大
い
に
喜
び
、
目
連
の
母
親
は
餓
鬼
の
境
遇
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
マ
ク
ロ
に
見
れ
ば
、
斉
明
天
皇
が
行
っ
た
飛
鳥

時
代
の
盂
蘭
盆
は
『
盂
蘭
盆
経
』
に
基
づ
く
、『
荊
楚
歳
時
記
』
に
記
さ

れ
る
よ
う
な
、
中
国
で
の
仏
教
儀
礼
を
範
と
す
る
先
祖
祭
祀
と
し
て
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
以
降
、
貴
族
階
層
に
広
ま
っ
た
浄
土
、
阿
弥
陀

信
仰
を
と
り
こ
ん
で
民
衆
に
拡
大
し
、
中
近
世
期
を
経
て
、
現
代
に
伝
承

さ
れ
る
日
本
各
地
の
民
俗
行
事
と
し
て
定
着
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と

い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
長
崎
は
じ
め
京
都
や
神
戸
の
黄
檗
宗
寺
院
や
廟
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
盂
蘭
盆
行
事
で
は
、「
面め
ん

燃ね
ん

大だ
い

士し

」
と
呼
称
さ
れ
る
餓
鬼

の
供
養
が
重
視
さ
れ
る
点
、
祖
霊
祭
祀
を
核
と
す
る
日
本
の
盆
行
事
と
大

き
く
異
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
隠
元
禅
師
が
伝
え
た
明
代
後
期
の
中
国
、
特

に
隠
元
禅
師
の
故
郷
福
建
地
域
の
道
教
的
な
性
格
の
強
い
仏
事
に
基
づ
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、地
域
の
華
僑
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
お
り
、
明
清
代
の
大
陸
の
儀
礼
を
継
承
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
日
本
の
華
僑
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
祖
霊
・
死
霊

供
養
に
つ
い
て
、
中
国
大
陸
華
南
地
方
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
華
僑
社
会
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の
伝
承
と
比
較
し
つ
つ
、
日
本
に
お
い
て
華
人
が
深
く
関
わ
っ
て
伝
承
さ

れ
て
き
た
先
祖
祭
儀
の
実
態
と
特
質
を
解
明
し
、“
日
本
の
民
俗
”
と
し

て
の
視
点
よ
り
考
察
す
る
。

一
、
長
崎
唐
寺
の
先
祖
祭
祀
と
媽
祖
信
仰
─
蘭
盆
勝
会
─

孤
魂
、
面
燃
大
士
祭
祀
の
盂
蘭
盆
会　

　

黄
檗
宗
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
開
創
の
京
都
萬
福
寺
を
本
山
と

す
る
が
、
創
建
は
長
崎
の
唐
寺
が
古
い
（
崇
福
寺
（
一
六
二
九
年
）、
興

福
寺
（
一
六
二
三
年
）、
福ふ
く
さ
い
じ

済
寺
（
一
六
二
八
年
（
寛
永
五
）
そ
れ
ぞ
れ

創
建
）。
日
本
に
お
け
る
黄
檗
宗
の
開
祖
は
福
建
よ
り
来
日
し
た
隠
元
禅

師
で
、
隠
元
は
『
黄お
う

檗ば
く

清し
ん

規ぎ

』
を
記
し
、
黄
檗
宗
の
法
式
儀
規
を
定
め
た
。

そ
の
七
月
十
五
日
の
項
は
、
中
元
の
盂
蘭
盆
行
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　

・
七
月
十
五
日
解
夏
上
堂

　
　
　

�

啓
建
盂
蘭
盆
報
本
大
會
先
十
日
前
庫
司
知
客
。白
方
丈
發
普
度
簿
。

合
寺
僧
衆
及
諸
檀
信
。
欲
薦
先
靈
者
。
各
出
淨
資
登
簿
。
後
到
書

記
寮
報
先
靈
郷
貫
名
字
。
以
便
入
疏
題
牓
。
至
期
庫
司
營
備
種
種

菓
品
。
供
養
佛
菩
薩･

韋
駄･

伽
藍･

監
齋･

寒
林
所 

掲
牓
文 

及
所

薦
先
靈
。

　

・
寒
林
榜

　
　
　

�

法
身
本
具
。
佛
性
不
無
。
奈
縁
片
念
之
差
池
。
遂
致
無
邊
之
困
苦
。

黄
泉
路
畔
。
白
骨
加
新
。
熱
鐵
山
間
。
飢
煙
競
起
。
撞
頭
磕
額
。

欲
出
無
門
。
吁
地
號
天
。
擬
投
何
所
。
徒
流
離
于
累
劫
。
枉
出
沒

乎
千
生
。
凄
凄
草
野
。
恒
聞
哭
泣
之
聲
。
瑟
瑟
寒
林
。
毎
見
風
霜

之
慘
。
匪
仗
我
佛
慈
力
。
曷
超
汝
等
幽
魂
。
以
今
節
屆
中
元
。
法

行
普
度
。
開
金
繩
之
覺
路
。
設
願
海
之
慈
筏
。
各
宜
直
下
知
歸
。

切
莫
依
前
蹉
過
。
醍
醐
乳
酪
。
隨
意
所
需
。
華
藏
蓮
臺
。
擧
頭
斯

至
。
猶
春
風
之
微
動
枯
木
回
蘇
。
等
秋
水
之
澂
清
。
氷
輪
應
現
。

如
斯
勝
會
。
願
證
菩
提
右
榜
曉
諭
鬼
趣
通
知

　
　
　

太
歳
某
年
七
月　

日
給

�

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
黄
檗
清
規
』
版
本
）

　
「
寒
林
所
」「
寒
林
榜
」
の
「
寒
林
」
と
は
、
本
文
で
「
幽
魂
」「
鬼
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
神
霊
で
、
し
ば
し
ば
「
孤
魂
」
と
表
現
さ
れ
る
神
霊

の
棲
む
林
や
草
原
の
こ
と
で
あ
る
。
祀
り
手
の
い
な
い
神
霊
で
、
日
本
の

「
無
縁
仏
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
『
黄
檗
清
規
』
の
一
節
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
明
代
（
日
本
の
室
町
期
）
の
「
盂
蘭
盆
」
行
事
は
、
日
本
の
あ

り
方
と
大
き
く
異
な
り
、「
孤
魂
」
の
祭
祀
に
重
点
を
置
い
た
死
霊
供
養
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が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
崎
、
京
都
、
神
戸
の
黄
檗
宗
に
よ
る
盂
蘭
盆
儀
礼
は
基
本
的
に
は
同

様
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
日
清
貿
易
に
よ
る
、
日
本
と
も
っ
と
も
長
い
交
流

の
歴
史
を
有
す
る
長
崎
の
唐
寺
の
儀
礼
が
京
都
や
神
戸
の
範
と
な
っ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
崎
唐
寺
の
祭
祀
が
他
と
異
な
る

の
は
、
清
国
海
商
が
信
仰
し
た
航
海
安
全
を
約
す
る
媽ま

祖そ

信
仰
と
密
接
に

結
び
つ
い
た
祭
祀
と
し
て
「
天
后
の
祭
り
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
点
で

あ
る
。
仏
・
菩
薩
で
は
な
い
、
中
国
の
民
俗
神
で
あ
る
媽
祖
信
仰
と
結
び

つ
い
て
い
た
点
も
、
日
本
の
盆
行
事
と
決
定
的
に
異
な
る
。
次
項
で
は
、

天
后
の
祭
り
と
し
て
海
商
の
死
霊
の
祭
祀
が
行
わ
れ
た
背
景
や
、
祭
儀
の

実
態
と
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

媽
祖
祭
祀
と
普
度
会
─
長
崎
唐
寺
と
清
国
海
商
─

　

現
在
に
伝
承
さ
れ
る
、
長
崎
の
唐
寺
で
「
普
度
蘭
盆
勝
会
」
の
名
で
行

わ
れ
て
い
る
仏
事
に
つ
い
て
、
そ
の
、
近
世
期
の
行
事
の
内
容
や
目
的
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
巻
一
で
あ
る
。
本
書
は
、

文
政
年
間
（
一
八
二
〇
頃
）
に
長
崎
奉
行
の
も
と
で
、
儒
者
で
長
崎
聖
堂

助
教
で
あ
っ
た
饒に
ぎ
た田
喩ゆ

義ぎ

が
編
纂
し
た
書
で
、
唐
三
寺
が
天
后
の
祭
り
と

し
て
「
焔
え
ん
こ
う
く
／
え
ん
く
く

口
供
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

長
崎
の
唐
三
寺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
媽
祖
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別

に
清
国
か
ら
の
海
商
は
商
船
に
媽
祖
を
祀
り
、
長
崎
に
着
く
と
、「
船
中

の
神
像
の
保
護
を
托
し
、
或
は
仏
事
供
養
を
為
す
」
た
め
に
、
船
内
の
媽

祖
像
を
船
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
唐
寺
へ
と
運
ん
で
、
長
崎
で
の
逗

留
の
間
、
安
置
し
て
い
た（

（
（

。
こ
の
唐
寺
で
の
三
月
・
七
月
・
九
月
、
年
三

回
の
祭
り
が
媽
祖
の
誕
生
を
祝
う
「
媽
祖
誕
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
長

崎
實
録
大
成
』
巻
五
「
寺
院
開
創
之
部
」
上
「
興
福
寺
」
の
記
事
よ
り
知

ら
れ
る
。
こ
の
年
三
回
、
三
月
・
七
月
・
九
月
の
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三
日
の

天
后
の
祭
り
に
、
唐
人
屋
敷
よ
り
清
国
海
商
が
参
拝
に
訪
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
長
崎
名
勝
図
絵
』
巻
一
に
記
さ
れ

る
よ
う
に
、
そ
の
祭
儀
は
「
焔
口
供
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
焔
口
」
と
は
、
口
か
ら
焔
を
吐
い
て
、
手
に
取
っ
た
食
べ
物
が
口
も

と
に
運
ば
れ
る
や
否
や
燃
え
尽
き
て
食
べ
ら
れ
ず
、
こ
の
故
に
何
も
食
べ

ら
れ
ず
に
飢
餓
に
苦
し
む
神
霊
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
様
子
よ
り
「
焦
し
ょ
う

面め
ん

」「
面
燃
（
面
然
）」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
餓

鬼
の
王
た
る「
餓
鬼
王
」の
名
で
も
呼
ば
れ
る
。『
長
崎
名
勝
図
絵
』に
は
、

巻
一
の
先
の
件
に
続
い
て
、
阿
難
尊
者
が
痩
せ
襲
っ
た
醜
い
形
相
の
焔
口

餓
鬼
を
供
養
し
た
こ
と
、
焦
面
大
士
を
供
養
す
る
仏
事

「
瑜ゆ
が
え
ん
く
せ
じ
き

珈
焔
口
施
食
」
を
修
す
る
こ
と
に
よ
る
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

唐
寺
で
は
、
媽
祖
の
祭
祀
と
し
て
、
長
崎
で
客
死
し
た
海
商
の
霊
を
供

養
し
た
の
で
あ
る
。天
后
宮
で
の
媽
祖
信
仰
を
濃
厚
に
含
む
面
燃
大
士（
焔

口
餓
鬼
）
を
は
じ
め
と
す
る
孤
魂
供
養
は
中
国
に
伝
承
例
が
み
ら
れ
、
そ
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れ
と
の
比
較
に
よ
り
唐
寺
で
の
媽
祖
祭
と
し
て
行
わ
れ
た
焔
口
施
食
の
特

質
に
つ
い
て
以
下
、
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
日
本
の
施
餓
鬼

を
含
む
盆
行
事
と
は
異
な
る「
焔
口
施
食
」の
祭
儀
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

二
、
清
代
の
中
元
普
度
会
と
そ
の
伝
承

『
清
俗
紀
聞
』
に
伝
え
ら
れ
る
清
代
仏
教
の
中
元
普
度

　

阿
難
尊
者
の
面
燃
大
士
供
養
を
伝
え
る
の
は
、
唐
代
の
実じ
っ

叉し
ゃ

難な
ん

陀だ

訳
の

『
救ぐ
め
ん
ね
ん
が
き
だ
ら
に
し
ん
し
ゅ
き
ょ
う

面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
咒
経
』
で
、
日
本
の
盆
行
事
の
起
源
と
な
っ
た

目
連
尊
者
が
餓
鬼
と
な
っ
た
母
親
を
救
う
話
を
伝
え
る
『
盂
蘭
盆
経
』
で

は
な
い
。

　

現
在
、
福
建
、
広
東
、
香
港
な
ど
華
南
地
域
の
中
元
節
は
、
寺
院
に
お

け
る
僧
侶
に
よ
る
仏
教
儀
礼
の
伝
承
も
確
認
で
き
る
も
の
の
、道
教
廟（
道

観
）
で
の
道
士
に
よ
る
面
燃
大
士
供
養
の
行
事
が
圧
倒
的
に
多
い
。
日
本

の
古
代
に
お
け
る
中
国
仏
教
の
受
容
か
ら
考
え
れ
ば
、『
盂
蘭
盆
経
』
に

基
づ
く
日
本
に
伝
承
さ
れ
る
盂
蘭
盆
会
が
、
よ
り
古
い
祖
霊
祭
祀
を
伝
え

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
唐
代
に
は
阿
難
尊
者
の
餓
鬼
救
済
に
重
点

を
置
く
『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』『
瑜
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焰
口
軌

儀
経
』
等
の
書
が
現
れ
る
。
特
に
前
者
『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』
に
は
、

祀
り
手
の
な
い
神
霊
「
孤
魂
」
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
死
霊
が
孤
魂
と
な

る
の
か
、
前
者
で
は
『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』
に
は
、
そ
の
巻
末
に
「
十

類
孤
魂
文
」
に
よ
り
、
次
の
「
十
類
」
が
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

第
一　

陳
力
委
命
軍
陣
相
持
、
爲
國
亡
身
官
員
將
士
兵
卒
孤
魂
衆　

（
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
官
僚
・
将
兵
の
孤
魂
）

第
二　

情
識
拘
繫
清
算
致
命
、
冤
家
債
主
堕
胎
孤
魂
衆　
（
お
産
で

死
ん
だ
り
、
恨
み
を
持
つ
者
が
復
讐
の
た
め
に
堕
胎
さ
せ
た
り
し
た

孤
魂
）

第
三　

輕
薄
三
寶
、
不
孝
父
母
、
十
惡
五
逆
邪
見
孤
魂
衆　
（
三
宝

を
軽
ん
じ
、
父
母
に
不
幸
で
、
悪
を
尽
く
し
て
死
ん
だ
孤
魂
）

第
四　

江
河
水
溺
、
大
海
爲
商
、
風
浪
飄
沈
採
寶
孤
魂
衆　
（
商
人

な
ど
で
海
や
川
で
溺
死
し
た
孤
魂
）

第
五　

邊
地
邪
見
、
致
命
蠻
夷
孤
魂
衆　
（
異
民
族
の
と
こ
ろ
で
死

亡
し
た
孤
魂
）

第
六　

抛
離
郷
幷
客
死
他
州
、
無
依
無
托
游
蕩
孤
魂
衆　
（
故
郷
を

捨
て
て
他
郷
で
客
死
し
た
孤
魂
）

第
七　

河
井
刀
索
、
赴
火
投
崖
、
牆
崩
屋
倒
、
樹
折
嵓
摧
、
獸
咬
虫

傷
横
死
孤
魂
衆　
（
自
殺
し
た
り
、
事
故
に
あ
っ
た
り
、
獣
に
咬
ま

れ
る
な
ど
し
て
横
死
し
た
孤
魂
）
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第
八　

獄
中
致
命
、
不
遵
王
法
、
賊
寇
劫
盗
、
抱
屈
銜
冤
、
大
辟
分

屍
犯
法
孤
魂
衆　
（
盗
賊
と
な
っ
た
り
し
て
、
恨
み
を
含
み
な
が
ら

刑
死
し
た
孤
魂
）

第
九　

奴
婢
給
使
、
懃
勞
陳
力
、
委
命
貧
賤
孤
魂
衆　
（
奴
婢
な
ど

に
な
っ
て
、
苦
し
く
働
き
、
貧
困
の
中
に
命
を
落
と
し
た
孤
魂
）

第
十　

盲
聾
瘖
瘂
足
跛
手
、
疾
病
纏
綿
、
癰
疽
殘
害
、
鰥
寡
孤
獨
無

靠
孤
魂
衆　
（
身
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
病
気
に
苦
し
み
、
孤
独

で
頼
る
者
の
な
い
孤
魂
）

�

（『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』「
十
類
孤
魂
文（

（
（

」）

　

長
崎
で
客
死
し
た
海
商
の
死
霊
は
、
こ
の
う
ち
の
、
第
四
「
江
河
水
溺
、

大
海
爲
商
、
風
浪
飄
沈
採
寶
孤
魂
衆
」、
第
五
の
「
邊
地
邪
見
、
致
命
蠻

夷
孤
魂
衆
」
の
孤
魂
と
な
り
、
そ
の
供
養
と
し
て
焰
口
施
食
の
儀
礼
が
必

要
と
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
大
陸
か
ら
長
崎
で
の
外
洋
を
超
え
る
渡
航

は
暴
風
雨
ば
か
り
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
を
は
じ
め
と
す
る
海
賊
に
よ

る
攻
撃
等
、
危
険
極
ま
り
な
く
、
遭
難
や
溺
死
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ

う
し
て
死
ん
だ
場
合
、
祀
り
手
の
な
い
孤
魂
と
な
る
の
で
あ
る
。
長
崎
に

逗
留
中
に
病
等
で
死
去
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
唐
人
・

オ
ラ
ン
ダ
人
は
じ
め
外
国
人
の
死
者
が
葬
ら
れ
る
長
崎
の
稲
佐
悟
真
寺
国

際
墓
地
に
は
、
特
に
唐
人
の
死
者
を
祀
る
祭
場
の
た
め
の
石
壇
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
や
、
崇
福
寺
は
じ
め
と
す
る
唐
寺
に
は
近
世
期
と
推
測
さ

れ
る
多
数
の
土
葬
墓
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
ま
ち
が
い
な
い
。

　

年
中
行
事
と
し
て
の
日
本
人
の
盆
行
事
に
相
当
す
る「
瑜
珈
焔
口
施
食
」

の
ほ
か
に
、
小
型
の
唐
船
に
客
死
し
た
海
商
の
死
霊
を
迎
え
、
長
崎
の
町

内
や
長
崎
の
港
湾
に
近
い
海
辺
で
焼
却
す
る
「
彩
さ
い
し
ゅ
う
り
ゅ
う

舟
流
」
と
呼
ば
れ
る
行

事
が
、
唐
寺
の
僧
侶
に
よ
り
、
華
人
が
加
わ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た（
（
（

。
華
人
に
よ
る
行
事
で
、
爆
竹
が
鳴
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

長
崎
の
盆
行
事
と
し
て
の
木
造
の
船
を
町
で
引
き
回
す
精
霊
流
し
や
家
族

単
位
の
墓
地
で
の
盆
行
事
は
花
火
が
行
う
な
ど
、
他
地
域
の
盂
蘭
盆
に
比

し
て
賑
や
か
で
あ
る
が
、
近
世
の
彩
舟
流
を
起
源
と
す
る
、
あ
る
い
は
影

響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

近
代
、
神
戸
の
中
華
街
（
南
京
街
）
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に

神
戸
港
が
開
港
さ
れ
た
年
に
長
崎
よ
り
数
十
名
の
清
国
人
が
神
戸
を
訪

れ
、
秋
ま
で
に
は
二
四
〇
名
が
居
留
す
る
よ
う
に
な
り
形
成
さ
れ
た（

（
（

。
彼

ら
の
神
戸
居
留
の
三
年
後
、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
に
宇
治
野
村
（
現

中
山
手
通
七
丁
目
）
に
兵
庫
県
が
土
地
六
〇
〇
坪
を
共
同
墓
地
と
し
て
貸

与
し
、
そ
の
二
年
後
（
一
八
七
三
）
に
は
、
さ
ら
に
一
六
二
七
坪
の
土
地

を
購
入
し
て
「
中
華
義
荘
」
と
呼
ば
れ
る
共
同
墓
地
が
作
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
一
九
二
四
年
（
大
正
四
）
に
中
華
義
荘
は
神
戸
市
長
田
区
滝
谷
町
に

移
さ
れ
て
現
在
に
続
く
。
こ
の
よ
う
に
、
華
僑
の
神
戸
移
住
後
、
ほ
ど
な
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く
し
て
華
人
の
た
め
の
共
同
墓
地
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に

中
国
か
ら
の
最
初
の
渡
来
者
で
あ
る
一
世
は
、
そ
の
遺
体
は
生
前
の
彼
ら

の
意
志
に
よ
り
、
故
郷
に
還
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
棺
を
乗
せ

た
船
は
「
帰
還
船
」
と
呼
ば
れ
、
年
に
二
回
、
日
本
よ
り
故
郷
に
戻
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
よ
り
、
中
華
義
荘
は
仮
埋
葬
所
で
あ
り
、
当
初
は
棺
の
仮

安
置
場
所
と
し
て
の
役
割
が
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

帰
還
船
に
よ
り
遺
体
が
故
国
に
戻
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
望
郷
の
思
い
が

強
く
、
ま
た
、
祖
国
に
彼
ら
を
埋
葬
す
る
家
族
や
親
族
が
い
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。華
人
の
、生
活
の
地
を
求
め
て
異
国
に
移
民
し
て
も
、

死
後
は
故
郷
に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る「
落
葉
帰
根
」と
い
う
こ
と
ば
は
、

宋
代
に
は
見
え
る
（『
剣
南
詩
稿
』）。
故
郷
の
家
族
、
親
族
の
も
と
に
帰

る
と
い
う
の
は
、
血
縁
で
繋
が
る
一
族
の
ま
と
ま
り
を
重
視
す
る
儒
教
的

な
思
考
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
に
加
え
て
、「
十
類
孤
魂
文
」の「
第

六　

抛
離
郷
幷
客
死
他
州
、
無
依
無
托
游
蕩
孤
魂
衆
」、
…
異
国
で
死
去

す
る
こ
と
に
よ
り
孤
魂
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
死
生
観
、
信
仰
が
、
遺
体

を
帰
還
船
に
よ
り
故
国
に
返
し
た
こ
と
の
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

刑
死
者
・
身
障
者
の
死
霊
供
養　

　

日
本
の
盂
蘭
盆
行
事
に
お
い
て
は
無
縁
仏
の
供
養
と
し
て
祖
霊
を
送
る

送
り
火
を
し
た
翌
日
に
、
供
物
を
流
し
た
り
す
る
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
る
伝

承
が
多
い
。
施
餓
鬼
と
し
て
、
外
に
水
を
湛
え
た
桶
を
置
く
「
水
棚
」
を

設
け
る
伝
承
も
み
ら
れ
る
（
鎌
倉
円
応
寺
の
水
施
餓
鬼
会
等
）。

　

こ
う
し
た
日
本
の
無
縁
仏
供
養
と
信
仰
を
異
に
す
る
餓
鬼
供
養
が
、
唐

寺
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
。『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』
に
説
か
れ
る
十

類
の
孤
魂
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
、
第

八
「
獄
中
致
命
、
不
遵
王
法
、
賊
寇
劫
盗
、
抱
屈
銜
冤
、
大
辟
分
屍
犯
法

孤
魂
衆
（
盗
賊
と
な
っ
た
り
し
て
、
恨
み
を
含
み
な
が
ら
刑
死
し
た
孤

魂
）」、
第
十
「
盲
聾
瘖
瘂
足
跛
手
、
疾
病
纏
綿
、
癰
疽
殘
害
、
鰥
寡
孤
獨

無
靠
孤
魂
衆
（
身
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
病
気
に
苦
し
み
、
孤
独
で
頼

る
者
の
な
い
孤
魂
）」
に
基
づ
く
と
見
做
さ
れ
る
供
物
や
作
法
が
、
崇
福

寺
等
の
黄
檗
宗
寺
院
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
崇
福
寺
の
普
度
蘭
盆
勝
会
は
「
米ミ
ー
ク糊

」
と
呼
ば
れ
る
供
物

が
、
祭
壇
下
に
置
か
れ
て
供
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鉢
状
の
器
に
複
数
の
匙

を
添
え
て
盛
っ
た
米
の
粥
で
あ
る
が
、
普
度
蘭
盆
勝
会
に
僧
侶
と
と
も
に

奉
仕
す
る
長
崎
の
華
僑
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
特
に
斬
首
さ
れ
た
処
刑
人
は

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
切
ら
れ
た
首
か
ら
粥
を
流
し
込
む
の

だ
、
と
伝
え
て
い
る
（
二
〇
一
四
～
一
六
年
、
松
尾
の
調
査
）。

　

一
方
、
京
都
萬
福
寺
の
「
普
度
勝
会
」
に
お
い
て
は
、
現
在
、
手
袋
型

の
饅
頭
が
供
え
ら
れ
る
。
親
指
の
曲
げ
る
向
き
に
よ
り
、
左
右
の
手
が
区

別
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、
京
都
華
僑
は
語
る
（
二
〇
一
四
～
一
六
年
、
松

尾
の
調
査
）。
私
は
実
見
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
足
形
の
饅
頭
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も
供
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
先
天
的
・
後
天
的
、
い
ず
れ
に
し

て
も
手
や
足
を
失
っ
た
身
障
者
の
供
養
の
た
め
の
供
物
で
あ
る
と
い
う
。

　

崇
福
寺
・
萬
福
寺
で
の
普
度
会
は
三
日
間
の
祭
儀
は
、
最
終
日
の
夜
、

金
山
・
銀
山
等
の
供
物
を
焼
却
し
て
、
迎
え
た
祖
霊
を
冥
界
へ
と
送
り
戻

す
。
崇
福
寺
で
は
結
願
の
翌
日
一
日
お
い
た
二
日
後
、
萬
福
寺
で
は
、
翌

日
に
「
補プ
ォ
ー
ゼ施
」
と
呼
ば
れ
る
供
養
が
行
わ
れ
る
。「
補
施
」
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
の
寺
院
に
お
い
て
も
、
華
僑
ら
は
、
手
や
足
の
な
い
身
障
者
の
霊

は
祖
霊
と
と
も
に
た
だ
ち
に
は
帰
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
翌
日
、
あ
る
い
は

一
日
置
い
た
翌
々
日
に
、
彼
ら
を
送
る
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、

萬
福
寺
の
場
合
に
は
補
施
は
、寺
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
俊
足
の
韋
駄
天
が
、

手
足
の
な
い
孤
魂
を
引
き
連
れ
て
冥
界
へ
と
戻
る
作
法
で
あ
る
と
華
僑
は

伝
え
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
無
縁
仏
の
考
え
方
と
は
大
き
く
異
な
る
、
孤
魂
に
つ
い

て
の
認
識
は
『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
少
な
く
と

も
明
代
に
は
成
立
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
「
十
類
孤
魂
文
」
に

記
さ
れ
る
孤
魂
の
認
識
に
基
づ
く
儀
礼
は
、
明
代
末
に
隠
元
が
伝
え
た
仏

教
に
拠
る
作
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

崇
福
寺
の
蘭
盆
勝
会
に
お
い
て
は
、「
白
黒
無
常
」
と
も
呼
称
さ
れ
る

冥
界
の
使
者
で
あ
る
七ち
ー
や爺
・
八ぺ
ー
や爺
と
い
っ
た
道
教
神
も
祀
ら
れ
、
明
代
の

道
教
の
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
点
も
看
過
で
き
な
い
。

　

日
本
の
盂
蘭
盆
会
と
、
死
霊
・
祖
霊
祭
祀
と
い
っ
た
点
で
は
共
通
し
て

い
る
も
の
の
、
黄
檗
宗
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
普
度
儀
礼
は
、
明
代
に
行
わ

れ
て
い
た
中
国
の
民
間
信
仰
で
あ
る
道
教
の
要
素
を
多
分
に
含
む
仏
教
儀

礼
が
伝
え
ら
れ
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

長
崎
の
唐
寺
や
京
都
萬
福
寺
の
蘭
盆
会（
瑜
珈
焔
口
施
食
）に
つ
い
て
、

長
崎
奉
行
の
も
と
で
清
代
の
習
俗
を
図
解
と
と
も
に
記
し
て
成
立
し
た　

『
清
俗
紀
聞
』
に
は（

（
（

、
上
壇
に
釈
迦
・
観
音
・
阿
弥
陀
・
地
蔵
を
は
じ
め

と
す
る
七
仏
の
牌
を
、
下
段
に
飢
え
に
苦
し
む
餓
鬼
の
王
「
面
然
大
士
」

等
の
牌
を
立
て
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
僧
侶
の
就
く
「
大
扶
座
」

に
は
観
音
が
安
置
さ
れ
、
こ
の
観
音
と
向
か
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
正

面
に
「
水
陸
一
切
男
女
孤
魂
等
位
」
を
祀
る
壇
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
図
解
に
よ
り
知
ら
れ
る
。『
長
崎
名
勝
図
絵
』
の
唐
寺
に
お
い
て
天
后

祭
と
し
て
行
わ
れ
た
「
焔
口
供
」
に
お
い
て
は
、
焦
面
大
士
や
「
水
陸
一

切
男
女
孤
魂
」
の
位
牌
が
供
養
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
在

の
崇
福
寺
の
蘭
盆
勝
会
で
は
、
釈
尊
を
祀
る
大
雄
宝
殿
の
前
庭
に
、
向
い

合
せ
に
立
て
ら
れ
た
祭
壇
に
「
南
無
面
然
大
士
〔
法
界
六
道
十
類
孤
魂
、

依
草
附
木
魑
魅
魍
魎
〕」
の
木
の
位
牌
が
置
か
れ
る
。
ま
た
、
京
都
萬
福

寺
の
普
度
勝
会
に
お
い
て
は
、
や
は
り
大
雄
宝
殿
前
庭
に
、
向
い
合
せ
に

祭
壇
が
置
か
れ
、「
三
界
万
霊
」
の
位
牌
の
前
に
「
焦
面
大
士
」
の
位
牌

が
重
ね
合
わ
せ
て
立
て
ら
れ
る
。
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特
に
崇
福
寺
の
面
然
大
士
の
位
牌
に
は
先
に
見
た
『
瑜
伽
集
要
焰
口
施

食
儀
』
に
説
か
れ
る
「
十
類
孤
魂
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
看
過
で
き

な
い
。
斬
首
さ
れ
た
処
刑
人
の
た
め
の
供
物
や
、
萬
福
寺
で
あ
る
が
、
手

足
を
失
っ
た
身
障
者
の
死
霊
の
た
め
の
手
型
の
饅
頭
の
供
物
に
つ
い
て
は

先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
黄
檗
宗
の
普
度
会
は
、
隠
元
禅
師

に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
明
代
の
普
度
儀
礼
の
伝
承
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
華
南
地
域
の
中
元
普
度
会
─
香
港
の
伝
承
を
中
心
に
─

天
后
宮
に
お
け
る
中
元
普
度
会
─
香
港
坪
洲
島
─

　

中
国
に
お
い
て
は
、
日
本
の
黄
檗
宗
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
餓
鬼
王
「
面

然
大
士
」
の
供
養
を
重
視
す
る
点
で
大
き
な
共
通
性
を
有
す
る
中
元
普
度

が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

寺
院
に
お
け
る
僧
侶
に
よ
る
中
元
普
度
会
よ
り
は
、
道
士
に
よ
る
道
教
儀

礼
と
し
て
の
中
元
普
度
会
の
ほ
う
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
の
が
、
日
本
と

大
き
く
異
な
る
。

　

私
は
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
八
年
、
華
南
地
域
、
広
州
・
香
港
で
、
い

く
つ
か
の
中
元
普
度
・
盂
蘭
盆
行
事
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た 

（
広
州
で

は
六
榕
寺
の
盂
蘭
盆
孝
親
報
恩
法
会
・
光
孝
寺
の
四
聖
六
凡
普
度
勝
会（
水

陸
普
渡
大
斎
勝
会
）・
都
城
隍
廟
の
中
元
法
会
、
香
港
で
は
銅
鑼
湾
ビ
ク

ト
リ
ア
公
園
の
香
港
潮
属
社
團
総
会
主
催
の
盂
蘭
文
化
節
・
筲
箕
湾
の
潮

州
南
安
堂
福
利
協
進
会
盂
蘭
勝
会
・
油
蔴
地
旺
角
区
四
方
街
街
坊
の
盂
蘭

勝
會
・
坪
洲
島
天
后
宮
で
の
中
元
建
醮
な
ど（

（
（

）。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
香
港
坪
洲
島
の
「
中
元
建
醮
」
は（

（
（

、
天
后
宮
と
並
び

建
つ
、
か
つ
て
島
の
行
政
を
掌
っ
た
坪
洲
郷
事
委
員
会
（「
郷
事
委
員
会
」

は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
定
め
ら
れ
た
行
政
単
位
、
現
在
は
「
坪
洲
政

府
合
署
」
が
こ
こ
よ
り
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
地
に
建
つ
）
の
前
庭
に
、
高
さ

約
五
メ
ー
ト
ル
の
ね
ぶ
た
を
思
わ
せ
る
面
燃
大
士
の
紙
の
張
り
子
像
が
立

て
ら
れ
て
、
旧
暦
七
月
十
三
日
～
十
五
日
、
三
日
間
に
わ
た
る
道
士
に
よ

る
道
教
儀
礼
が
修
さ
れ
る
。

　

郷
事
委
員
会
・
天
后
宮
前
に
は
三
つ
の
幄
舎
が
立
て
ら
れ
る
。一
つ
は
、

島
の
各
家
庭
の
先
祖
の
位
牌
が
置
か
れ
る
「
附
薦
台
」、
二
つ
目
が
三
官

大
帝
（
天
官
・
地
官
・
水
官
）・
五
穀
王
・
城
隍
神
等
を
祀
る
「
神
棚
」、

三
つ
目
が
面
然
大
士
の
ほ
か
三
太
子
爺
・
洪
聖
老
爺
・
天
后
聖
母
を
勧
請

す
る
「
経
師
棚
」
で
あ
る
。
面
然
大
士
の
巨
像
と
こ
の
三
つ
の
幄
舎
の
な

か
の
祭
壇
の
ほ
か
、
天
后
宮
内
で
道
士
が
普
度
の
儀
礼
を
行
う
。
天
后
宮

に
は
、
入
り
口
の
両
脇
に
「
聖
徳
著
乾
坤
當
茲
節
屈
中
元
會
設
盂
蘭
超
渡

幽
魂
登
樂
國
」
と
書
か
れ
た
対
聯
が
貼
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
天
后
宮
も
幽

魂
を
救
済
す
る
中
元
普
度
を
行
う
重
要
な
宗
教
空
間
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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海
賊
と
海
上
漁
民
“
蛋
民
”
の
媽
祖
信
仰
と
祖
霊
祭
祀

　

坪
洲
島
は
、
か
つ
て
─
少
な
く
と
も
民
国
時
代
ま
で
は
「
蛋た
ん

民み
ん

」
と
呼

ば
れ
る
漁
民
が
生
活
す
る
島
で
も
あ
っ
た
。
蛋
民
は
陸
に
住
ん
で
船
で
海

に
出
漁
す
る
漁
民
で
は
な
く
、
港
に
接
岸
し
て
停
泊
す
る
船
で
生
ま
れ
育

ち
、
漁
の
と
き
以
外
に
は
船
で
生
活
す
る
水
上
漁
民
で
あ
る
。
か
つ
て
大

陸
沿
岸
に
数
多
く
い
た
が
、
中
国
政
府
の
政
策
に
よ
り
陸
で
生
活
す
る
よ

う
に
な
り
、
現
代
で
は
そ
の
多
く
が
姿
を
消
し
た
。
坪
洲
島
で
は
現
代
で

は
、
島
よ
り
香
港
市
内
に
船
で
通
勤
す
る
三
次
産
業
の
従
事
者
が
少
な
く

な
い
も
の
の
、
港
湾
に
は
漁
船
が
多
く
停
泊
し
て
お
り
、
漁
業
も
島
の
重

要
な
生
業
と
し
て
続
い
て
い
る
。

　

坪
洲
天
后
宮
で
の
中
元
建
醮
で
は
二
日
目
は
、
道
士
の
一
行
は
早
朝
よ

り
午
前
、
島
の
小
祠
を
巡
り
、
そ
の
前
で
線
香
を
上
げ
、
祈
る
。
こ
の
と

き
海
岸
で
は
幽
魂
供
養
の
た
め
に
線
香
を
立
て
、
漁
業
従
事
者
と
と
も
に

祈
り
を
捧
げ
る
。
十
類
孤
魂
の
第
四
に
は
「
江
河
水
溺
、
大
海
爲
商
、
風

浪
飄
沈
採
寶
孤
魂
衆
」、第
七
に
は「
河
井
刀
索
、赴
火
投
崖
、牆
崩
屋
倒
、

樹
折
嵓
摧
、
獸
咬
虫
傷
横
死
孤
魂
衆
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
河
で
事

故
死
し
た
場
合
に
孤
魂
と
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
に
お
い
て
海

上
で
の
遭
難
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
幽
魂
の
供
養
は
、
坪
洲
島
の
中
元
建
醮

に
お
い
て
必
須
で
あ
ろ
う
。

　

漁
民
や
海
商
に
と
っ
て
、
海
上
で
の
航
海
安
全
を
約
す
る
媽
祖
へ
の
信

仰
や
祭
祀
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
坪
洲
島
の
蛋
民
は
単
な
る
漁

民
で
は
な
く
、
清
代
に
は
南
シ
ナ
海
で
清
朝
水
軍
や
イ
ギ
リ
ス
と
戦
っ
た

大
海
賊
、
紅
旗
帮
の
軍
船
を
率
い
た
張
保
仔
の
水
夫
と
し
て
従
事
し
た（

（
（

。

海
賊
船
に
も
媽
祖
が
祀
ら
れ
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
媽
祖
は
単
に
海
上

で
の
安
全
を
約
す
る
女
神
で
は
な
く
、戦
勝
祈
願
を
す
る
神
霊
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
、
か
つ
て
海
賊
の
水
夫
と
な
っ
た
漁
民
に
は
海
上
で
の
戦
い
に

よ
り
命
を
失
っ
た
者
も
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
海
岸
で
の
祈
り
は
、
そ
う

し
て
孤
魂
と
な
っ
た
死
霊
の
供
養
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

　

張
保
仔
は
坪
洲
島
の
天
后
へ
の
信
仰
に
篤
く
、
坪
洲
島
民
に
は
、
現
在

で
も
英
雄
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
坪
洲
天
后
宮
内
に
は
、
交
易
や
冊

封
使
船
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
鳥
船（

（1
（

」
と
呼
ば
れ
た
ジ
ャ
ン
ク
船
の
模
型

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
坪
洲
以
外
の
天
后
宮
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
マ
カ
オ
の
天
后
宮
内
に
も
ジ
ャ
ン
ク
船
の
模
型
が
飾
ら

れ
る
が
、
そ
の
甲
板
に
は
大
砲
を
構
え
た
船
員
と
と
も
に
媽
祖
が
佇
立
し

て
い
る
。
一
六
世
紀
以
来
、
実
質
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
統
治
さ
れ
て
い
た

マ
カ
オ
は
、
島
の
周
囲
に
海
上
に
砲
口
を
向
け
た
大
砲
が
置
か
れ
た
要
塞

で
あ
り
、
常
に
戦
闘
態
勢
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
媽
祖
と
な
っ
た
林リ
ン
モ
ウ
ニ
ャ
ン

黙
娘
の
誕
生
し
た
福
建
の
文
峰
天
后

宮
に
お
い
て
は
、
上
元
・
中
元
・
下
元
の
そ
れ
ぞ
れ
で
年
三
回
の
普
度
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
の
華
僑
の
住
む
中
華
街
に
は
、
有
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力
者
林
氏
の
祠
堂
と
天
后
宮
が
一
体
化
し
た
「
林
西
河
堂
」
が
建
ち
、
一

階
が
中
国
雑
貨
店
、
二
階
が
媽
祖
・
観
音
を
祀
る
天
后
宮
、
三
階
が
林
氏

の
祠
堂
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
后
宮
で
は
旧
暦
七
月
十
五
日
に
「
焼
衣
中

元
節
」
が
行
わ
れ
る
（
松
尾
、
二
〇
二
〇
年
の
ホ
ノ
ル
ル
調
査
）。
焼
衣

と
は
、
冥
界
の
祖
霊
や
孤
魂
に
、
衣
を
焼
い
て
天
上
に
送
っ
て
捧
げ
る
こ

と
を
意
味
し
、
他
所
の
華
人
の
焔
口
供
に
も
見
ら
れ
る
作
法
で
あ
る
。
先

に
見
た
神
戸
の
華
僑
と
同
様
に
、
特
に
故
国
よ
り
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
一
世

の
華
人
は
当
島
で
死
去
し
た
後
、
孤
魂
と
な
る
こ
と
を
懼
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

長
崎
の
唐
寺
に
お
い
て
天
后
祭
と
し
て
孤
魂
に
重
点
を
置
い
た
死
霊
祭

祀
と
し
て
行
わ
れ
た
焔
口
供
は
、
こ
れ
ら
中
国
に
伝
承
さ
れ
る
民
俗
の
類

例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
海
上
と
い
う
環
境
と
漁
業
や
貿
易
等
の

生
業
、
そ
う
し
た
活
動
に
お
い
て
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
死
者
供
養
の
祭
祀

と
し
て
、
媽
祖
信
仰
と
死
霊
祭
祀
は
お
の
ず
と
結
び
つ
き
、
天
后
宮
に
お

け
る
焔
口
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

四�

、
マ
レ
ー
シ
ア
華
僑
の
中
元
普
度
会
─
華
人
の
地
域
連
合

と
福
祉
・
教
育
支
援
事
業
─

二
次
大
戦
後
、
ペ
ナ
ン
の
地
域
華
僑
社
会
を
統
合
す
る
中
元
普
度
連
合
会 

　

中
元
普
度
の
盂
蘭
盆
行
事
が
、
華
人
へ
の
社
会
福
祉
や
教
育
へ
の
支
援

を
重
要
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
首

都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
と
も
に
歴
史
・
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
ペ
ナ
ン

の
中
元
普
度
、
盂
蘭
盆
会
で
あ
る
。

　

マ
レ
ー
半
島
は
、
一
八
〇
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し
て
、
そ

の
統
治
下
に
入
っ
た
。
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
し
た
ペ
ナ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
東

イ
ン
ド
会
社
の
重
要
な
商
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
と
と
も
に
歴
史
・
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
。そ
の
ペ
ナ
ン
の
中
心
街
が
、

イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
の
名
に
ち
な
む
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
マ
レ
ー
半
島
に
入
っ
た
の
は
、
ア
フ
リ
カ
南

端
の
喜
望
峰
回
り
で
イ
ン
ド
洋
を
越
え
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
過
し
て
中

国
大
陸
に
到
達
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
が
進

出
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
下
に
入
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い

て
一
九
四
一
年
、
日
本
軍
が
英
領
マ
ラ
ヤ
に
侵
攻
す
る
が
、
日
本
は
敗
戦

し
、
一
九
五
七
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
現
在
に
至
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る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
レ
ー
半
島
進
出
時
に
は
、
マ
レ
ー
原
住
民
の
ほ
か

華
人
や
イ
ン
ド
人
の
移
民
が
半
島
に
居
住
し
て
い
た
。
タ
イ
や
ビ
ル
マ
か

ら
の
移
民
も
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
現
在
、
多
民
族
・
多
文
化
共
生

を
重
視
し
て
い
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
の
特
に
改
革
開
放
以
降
の
経
済

面
で
の
伸
長
と
、人
口
比
二
〇
％
超
と
い
う
ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
さ
に
よ
り
、

華
僑（

（1
（

の
経
済
、
政
治
面
で
の
影
響
力
が
強
い
。

　

私
が
ペ
ナ
ン
の
調
査
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
一
〇
年
代
で
あ
る
が
、
昨

年
二
〇
二
三
年
に
華
人
地
域
の
中
元
普
度
を
参
観
す
る
機
会
を
得
た
。
そ

の
三
日
間
の
儀
礼
の
調
査
は
、
現
地
の
華
人
で
あ
り
、
歴
史
学
・
文
化
人

類
学
の
研
究
者
で
あ
る
閩
南
師
範
大
学
の
王
琛
發
教
授
の
導
き
に
よ
り
実

現
し
た
。

　

三
日
間
の
普
度
を
実
見
し
た
の
は
、
歴
史
的
景
観
を
残
す
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
の
華
人
地
域
の
一
つ
、
関
丹
律
（K
uantan Road Pasar

）
万
区

で
の
蘭
盆
会
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
は
漁
市
場
の
「
関
丹
律
菜
市
場
」
が
会
場

と
な
り
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
紙
を
主
材
と
す
る
人
形
の
面
燃
大
士

を
主
神
と
し
て
、
地
域
の
華
人
を
主
と
す
る
大
勢
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
な

か
で
、
道
士
に
よ
る
道
教
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
頭
上
に
女
神
の
観
音
を
頂

く
面
燃
大
士
前
に
、
焼
い
た
豚
や
鶏
、
大
量
の
饅
頭
を
は
じ
め
と
す
る
菓

子
、
果
実
、
茶
が
供
え
ら
れ
る
の
も
香
港
や
日
本
の
華
僑
の
普
度
会
と
同

様
で
あ
る
。
道
士
に
よ
る
道
教
祭
祀
も
、
先
に
見
た
香
港
に
伝
承
さ
れ
る

儀
礼
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
面
然
大
士
は
、
最
終
日
の
深
夜
に
会
場

前
の
道
に
運
ば
れ
、
並
べ
ら
れ
た
紙
銭
の
上
に
乗
せ
ら
れ
て
焼
却
さ
れ
、

天
上
に
送
ら
れ
て
、
三
日
間
の
行
事
が
終
結
す
る
。

ペ
ナ
ン
の
華
人
と
中
元
普
度
連
合
会

　

ペ
ナ
ン
の
中
元
普
度
の
現
代
へ
の
伝
承
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は（

（1
（

、

年
中
行
事
と
し
て
、
地
域
単
位
で
行
わ
れ
る
に
留
ま
ら
ず
、
中
元
普
度
を

行
う
街
区
が
組
織
的
に
連
合
し
て
ペ
ナ
ン
の
華
人
の
懇
親
を
深
め
、
さ
ら

に
福
祉
活
動
や
学
校
教
育
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
組
織
は
「
檳ペ
ナ
ン州
中
元
連
合
会
」
と
称
し（

（1
（

、
一
九
七
三
年
に
結
成
さ

れ
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
、
中
元
普
度
を
行
う
町
を
単
位
と
す
る
一
三
〇

を
越
え
る
「
街
区
組
」
の
ほ
か
、
道
教
廟
や
祠
堂
単
位
の
七
〇
超
の
「
神

壇
組
」、
有
志
の
信
仰
組
織
や
会
社
等
三
〇
超
の
「
社
団
組
」、
一
〇
余
の

商
店
や
電
器
店
か
ら
な
る
「
商
家
組
」
が
加
入
し
て
い
る
。

　

各
街
区
で
は
中
元
普
度
の
実
行
主
体
と
な
る
「
理
事
会
」
が
組
織
さ
れ

る
。
数
は
少
な
い
が
、
ペ
ナ
ン
全
体
の
連
合
会
の
結
成
以
前
、
一
九
五
〇

～
六
〇
年
代
に
、
す
で
に
理
事
会
を
組
織
し
て
い
る
街
区
も
存
す
る
（「
檳

州
双
渓
里
蒙
中
元
理
事
会
」は
一
九
五
五
年
、「
檳
州
日
本
街
曁
日
本
新
路
」

は
一
九
六
九
年
結
成
、
等
）。

　

一
九
八
一
年
頃
に
、
主
に
本
会
の
華
人
に
向
け
て
発
刊
さ
れ
た
私
家
版

の
『
檳
州
中
元
連
合
会
紀
念
会
訊
』
に
は
、
連
合
会
主
席
の
楊
景
獅
局
紳
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が
発
刊
の
辞
を
寄
せ
て
お
り
、
連
合
会
は
中
元
普
度
の
開
催
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
社
会
福
利
、
慈
善
教
育
」
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
ペ
ナ
ン
の
各
「
街
区
中
元
同
人
」
へ
の
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
、
中
元
連
合
会
の
華
人
へ
の
福
祉
や
学
校
教
育
の
支
援
活
動

に
は
多
額
の
金
員
を
要
す
る
が
、
各
中
元
普
度
の
街
区
か
ら
の
寄
付
の
ほ

か
、
四
～
五
月
の
定
例
行
事
と
し
て
の
慰
労
会
、
プ
ロ
の
歌
手
を
招
い
て

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
会
員
を
主
と
す
る
歌
唱
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
は
集
金
の
た
め
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
。

　

各
街
区
の
中
元
普
度
・
蘭
盆
会
は
、
旧
暦
七
月
十
五
日
を
中
心
に
そ
の

前
後
約
一
か
月
の
間
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
に
開
催
さ
れ
る
連
合
会
の

祝
宴
も
、
連
合
会
の
社
会
活
動
の
基
金
獲
得
の
た
め
の
重
要
な
機
会
で
あ

る
。
各
街
区
の
理
事
会
よ
り
、
正
副
の
主
席
役
三
名
ほ
か
五
～
一
〇
名
前

後
の
理
事
会
員
が
出
席
し
、
一
七
〇
超
の
街
区
よ
り
出
席
す
る
の
で
、

一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
人
数
の
収
容
可
能
な
大
会
場
で
の
大
祝
宴
と
な

る
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
連
合
会
理
事
の
あ
い
さ
つ
や
祝
辞
、
プ
ロ
の
歌
手

に
よ
る
歌
唱
が
披
露
さ
れ
た
り
す
る
が
、
本
祝
宴
の
眼
目
は
高
級
ウ
ィ
ス

キ
ー
な
ど
の
高
価
な
洋
酒
の
競
り
売
り
で
あ
る
。
祝
宴
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
手
が
上
が
り
、高
額
で
競
り
落
と
さ
れ
る
と
会
場
で
は
喝
采
が
上
が
る
。

そ
う
し
た
収
益
は
、
連
合
会
の
基
金
に
投
入
さ
れ
て
社
会
活
動
の
重
要
な

資
金
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
。
競
り
落
と
し
た
華
人
に
と
っ
て
は
中
元
普

度
連
合
会
を
通
じ
た
華
人
社
会
へ
の
貢
献
の
証
と
し
と
な
る
栄
誉
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
ペ
ナ
ン
の
華
人
に
と
っ
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
な
る
の
で

あ
る
。

面
燃
大
士
が
祀
ら
れ
る
檳
州
中
元
連
合
会
会
所

　

連
合
会
で
は
、
一
九
七
三
年
の
結
成
以
来
二
〇
二
二
年
ま
で
、
毎
年
、

中
華
学
校
の
ほ
か
病
院
等
一
機
関
、
多
い
年
に
は
二
～
三
機
関
に
寄
付
を

行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
二
〇
二
〇
、二
〇
二
一
年
の
二
年
間
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
停
止
に
よ
り
募
金
の
活
動
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
世

界
中
、
数
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
が
制
限
さ
れ
た
が
、
中
元
連
合

会
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
は
盲
人
院
に

約
四
三
四
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
ッ
ド
（
約
一
三
〇
〇
万
日
本
円
）
の
寄
付
が
な

さ
れ
て
お
り
（
以
上
、
二
〇
二
三
年
五
月
に
行
わ
れ
た
「
檳
州
中
元
連
合

会
曁
檳
州
各
街
区
慶
賛
中
元
及
神
壇
、
籌
募
北
海
中
華
二
校
拡
建
校
舎
基

金
、
慰
労
宴
会
」
で
の
配
布
の
冊
子
に
基
づ
く
）、
身
障
者
へ
の
支
援
に

も
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

連
合
会
設
立
の
一
〇
年
後
、
一
九
八
三
年
に
は
、
中
元
普
度
連
合
会
の

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
四
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
「
檳ペ
ナ
ン州

中
元
連
合
会
会
所
」
が
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
に
隣
接
す
る
ジ
ェ
ル
ト
ン

（Jelutong
）
街
に
設
立
さ
れ
た
。
役
員
（
理
事
会
員
）
の
打
ち
合
わ
せ

等
の
会
合
だ
け
で
な
く
、
華
人
へ
の
貢
献
の
た
め
の
教
育
、
福
祉
活
動
の
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会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
五
年
に
は
「
施
医

贈
薬
」と
し
て
、医
師
を
招
い
て
特
に
高
齢
者
に
呼
び
か
け
て
診
療
を
行
っ

た
り
、
足
温
浴
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、
健
康
増
進
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

中
元
連
合
会
と
い
う
、
信
仰
に
基
づ
く
儀
礼
を
実
施
す
る
地
域
で
結
ば

れ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
一
階
は
「
恵
玉
堂
」
と
名
づ
け
ら

れ
て
、「
観
音 

大（
マ
マ
）

仕
爺
」
の
位
牌
を
祀
る
祭
壇
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
観
音
菩
薩
（
道
教
で
は
観
音
大
士
）
は
、
餓
鬼
王
た
る
面
然
大

士
を
救
済
す
る
女
神
で
あ
る
が
、
面
然
大
士
は
観
音
の
化
身
と
し
て
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
民
俗
的
な
変
容
を
遂
げ
た
（
単
な
る
観

音
で
は
な
い
）面
然
大
士
へ
の
信
仰
が
ペ
ナ
ン
の
華
人
の
紐
帯
と
な
っ
て
、

中
元
連
合
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
は
、
当
地
の
錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働

者
“
苦ク
ー
リ
ー力
”
と
し
て
移
民
し
た
者
が
多
か
っ
た
が（

（1
（

、
故
国
か
ら
マ
レ
ー
シ

ア
へ
の
渡
航
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
も
華
人
で
あ
っ
た
。
ペ
ナ

ン
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
な
か
で
も
福
建
省
海
澄
県
出
身
の
邱
氏
は

も
っ
と
も
有
力
で（

（1
（

、
邱
氏
一
族
は
財
を
成
し
、
一
八
五
一
年
、
祠
堂
と
し

て
壮
麗
な
中
華
建
築
で
あ
る
龍
山
堂
を
創
建
し
た
。
龍
山
堂
に
は
、
代
々

の
一
族
の
位
牌
が
祀
ら
れ
る
祖
堂
「
詒
穀
堂
」
と
と
も
に
、
王
孫
爺
と
大

使
爺
を
主
神
と
し
て
、
福
徳
正
神
・
観
音
・
媽
祖
神
・
保
生
大
帝
等
を
祀

る
道
教
廟
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
龍
山
堂
は
邱
氏
を
護
る
祭
神
を
祀
る

廟
で
あ
る
と
と
も
に
祠
堂
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
苦
力
と
し
て
働
い
た
華
人
は
、
経

済
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
飲
食
や
小
売
業
へ
と
転
じ
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
等

の
都
市
民
と
な
っ
て
い
っ
た
。
移
民
で
あ
る
彼
ら
は
、
基
本
的
に
居
住
区

域
内
で
の
同
姓
同
族
の
人
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
龍
山
堂
を
創
建
し
た
邱

氏
や
、「
世
徳
堂
謝
公
司
」
を
建
立
し
た
謝
氏
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。

先
祖
・
孤
魂
供
養
と
し
て
中
元
普
度
会
は
、
祠
堂
を
建
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
地
域
単
位
の
華
僑
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
地
縁
で

結
ば
れ
た
華
人
集
団
と
し
て
「
街
区
」
を
単
位
と
す
る
中
元
普
度
会
の
た

め
の
、
毎
年
の
理
事
会
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
二
〇
〇
を
超
え
る

街
区
や
廟
が
連
合
し
て
、「
檳
州
中
元
連
合
会
」
の
結
成
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　

中
国
の
宗
族
は
、
一
族
の
相
互
扶
助
や
先
祖
祭
祀
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教

育
や
社
会
福
祉
に
も
力
を
注
ぎ
、
教
師
や
弁
護
士
等
に
な
る
華
人
を
も
輩

出
し
た
。
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
や
日
本
の
華
人
社
会
に
は
中
華
学
校
が
一

つ
以
上
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
後
は
大
学
へ
と
進
学
し
て
、（
親
の

商
工
業
を
継
が
ず
）
教
師
や
弁
護
士
、
医
師
等
の
職
に
就
く
華
人
も
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
、
傾
向
は
中
華
街
を
形
成
し
た
長
崎
・
神
戸
・

横
浜
の
華
僑
と
同
様
で
あ
る
。
檳
州
中
元
連
合
会
の
理
事
に
は
、
地
元
議
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員
や
弁
護
士
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
多
民
族
国
家
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
っ

て
、
政
治
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ペ
ナ
ン
に
限
ら
ず
、
華
僑
は
、
前
近
代
よ
り
移
民
し
た
地
域
・
国
で
の

政
治
・
行
政
、
経
済
等
、
社
会
で
の
影
響
力
・
発
言
力
を
高
め
る
た
め
に

教
育
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。ペ
ナ
ン
の
中
元
普
度
会
の
期
間
に
は
、

華
人
居
住
区
域
の
諸
所
に
「
檳
州
中
元
連
合
会
曁
檳
威
各
街
区　

慶
讃
中

元
及
神
壇　

籌
募
檳
州
中
元
連
合
会　

教
育
発
展
基
金
」
の
横
断
幕
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
。
中
元
連
合
会
の
普
度
会
の
大
き
な
目
的
が
、
祖
霊
・
孤

魂
祭
祀
に
よ
る
各
地
域
の
華
人
の
結
束
を
強
め
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
育

振
興
に
よ
る
未
来
に
向
け
て
の
発
展
の
た
め
の
募
金
に
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

孤
魂
や
先
祖
供
養
と
い
っ
た
信
仰
行
事
が
、
現
在
、
未
来
に
向
け
て
の

社
会
活
動
と
し
て
、
二
次
大
戦
後
に
、
華
人
が
都
市
民
へ
と
転
換
す
る
状

況
に
応
じ
た
質
的
な
変
容
を
遂
げ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊ 

多
文
化
時
代
の
日
本
民
俗
学
の
可
能
性

　

本
稿
は
、
日
本
に
お
け
る
華
僑
の
先
祖
祭
祀
の
年
中
行
事
の
考
察
と
し

て
、
長
崎
に
お
け
る
伝
承
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た

中
国
に
お
け
る
伝
承
と
、
他
国
の
華
僑
の
先
祖
祭
祀
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ

ア
ペ
ナ
ン
に
お
け
る
伝
承
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
特
質
を
検
討
し
た
。

　

日
本
の
盂
蘭
盆
行
事
も
、
長
崎
、
神
戸
、
京
都
に
伝
承
さ
れ
る
普
度
勝

会
や
蘭
盆
行
事
も
、
仏
教
の
盂
蘭
盆
思
想
を
淵
源
と
し
て
い
る
点
、
共
通

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
華
僑
の
普
度
や
蘭
盆
行
事
は
、
近
世
初
頭

に
黄
檗
宗
と
と
も
に
隠
元
禅
師
が
伝
え
た
当
時
（
明
代
後
期
）
の
道
教
的

な
要
素
の
強
い
普
度
会
で
あ
り
、
そ
れ
が
長
崎
や
京
都
の
華
僑
に
現
代
ま

で
伝
承
さ
れ
、
日
本
の
無
縁
仏
に
相
当
す
る
「
焔
口
餓
鬼
」「
面
燃
大
士
」

と
呼
ば
れ
る
餓
鬼
供
養
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
の
盆
行
事

と
は
決
定
的
に
異
な
る
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
う
し
た
、
日
本
華
僑
と
黄
檗
宗
寺
院
が
伝
え
る
面
燃
大
士
の
祭
祀
に

重
点
が
置
か
れ
る
中
元
普
度
会
は
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
中
国
に
も
伝
承

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
黄
檗
宗
寺
院
と
華
僑
に
よ
り
伝
承
す
る
普
度
の
特

質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
比
較
を
行
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
寺
院

に
お
け
る
中
元
普
度
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
勢
と
し
て
は
道
教
廟
に
お

け
る
道
士
に
よ
る
祭
祀
が
優
勢
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、
特

に
香
港
に
伝
承
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
中
元
普
度
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

特
に
坪
洲
島
の
中
元
建
醮
は
、
か
つ
て
漁
業
を
主
た
る
生
業
と
し
た
蛋
民

の
島
に
お
い
て
、
航
海
安
全
を
約
す
る
媽
祖
を
祀
る
天
后
宮
に
お
い
て
行

わ
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
に
近
世
に
清
国
海
商
の
航
海
安

全
を
祈
願
し
た
天
后
祭
祀
で
も
あ
っ
た
長
崎
の
焔
口
施
食
と
し
て
の
普
度

会
と
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
、
日
本
の
華
僑
の
伝
承
す
る
普
度
蘭
盆
会
の
特
質
の
考
察
と
し

て
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
の
中
華
街
の
天
后
宮
や
、
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ

や
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
街
に
中
元
普
度
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
特
に
マ
レ
ー
シ
ア
ペ
ナ
ン
の
伝
承
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ペ
ナ
ン
の

中
元
普
度
は
、
中
心
街
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
を
中
心
に
一
五
〇
を
超
え
る
各

街
が
、
旧
暦
七
月
十
五
日
の
前
後
約
一
か
月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
特

筆
さ
れ
る
の
は
、
街
区
の
ほ
か
、
道
教
廟
や
華
人
の
営
利
会
社
・
商
店
な

ど
も
加
わ
り
、
二
〇
二
三
年
現
在
、
二
〇
〇
超
の
団
体
が
加
入
す
る
「
檳

州
中
元
連
合
会
」
が
一
九
七
〇
年
の
初
頭
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
連
合
会
は
中
元
普
度
を
契
機
と
し
た
単
な
る
華
人
の
親
睦
・
交
流
団

体
で
は
な
く
、
ペ
ナ
ン
の
華
人
学
校
へ
の
支
援
や
、
華
人
へ
の
医
療
の
提

供
な
ど
を
行
う
福
利
・
慈
善
活
動
を
行
う
社
会
団
体
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
多
額
の
基
金
が
必
要
と
な
る
が
、
中
元
普
度
に
供
え
ら
れ
た
金
員

や
寄
付
金
の
ほ
か
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
な
ど
資
金
獲
得
の
た
め
の
活
動
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
。
ペ

ナ
ン
の
華
僑
は
福
建
・
広
東
出
身
者
が
二
大
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
を

東
南
ア
ジ
ア
へ
と
送
り
出
す
ブ
ロ
ー
カ
ー
も
華
人
で
あ
っ
た
。
邱
氏
や
謝

氏
は
そ
の
代
表
で
、
龍
山
堂
・
世
德
堂
謝
公
司
と
い
っ
た
先
祖
祭
祀
を
行

う
祠
堂
と
道
教
神
を
祀
る
廟
を
兼
ね
備
え
た
壮
麗
な
中
華
建
築
を
創
建
し

た
。
そ
の
堂
舎
内
、
あ
る
い
は
近
隣
に
は
一
族
は
じ
め
、
華
人
の
教
育
の

た
め
の
中
華
学
校
を
設
立
し
た
。
先
祖
・
道
教
神
祭
祀
を
行
う
施
設
が
、

宗
族
は
じ
め
華
人
へ
の
教
育
や
慈
善
活
動
を
行
う
拠
点
と
も
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

檳
州
中
元
連
合
会
は
、
一
九
七
三
年
結
成
の
一
〇
年
後
に
会
館
を
設
立

す
る
が
、
そ
の
一
階
に
は
「
観
音　

大（
マ
マ
）仕

爺
」
を
祀
る
祭
壇
を
備
え
て
お

り
、
彼
ら
の
紐
帯
と
し
て
中
元
普
度
に
お
け
る
祭
神
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
。香
港
の
中
元
普
度
に
お
い
て
は
、筲
箕
湾
で
の
中
元
普
度
の
よ
う
に
、

天
災
・
人
災
に
よ
り
民
衆
が
困
窮
し
た
際
に
、
救
済
活
動
が
行
わ
れ
た
例

も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
ペ
ナ
ン
の
中
元
普
度
連
合
会
は
、
そ
う
し
た
救
済
活
動
の

延
長
上
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
運
営
の
中
核
と
な
る
理
事
会
に
は
地

元
議
員
や
弁
護
士
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
行
政
・
政
治
へ
の
、
華
人
の
影

響
力
を
強
め
よ
う
と
す
る
志
向
が
顕
著
で
あ
る
。

　

日
本
民
俗
学
は
、
柳
田
国
男
・
折
口
信
夫
に
よ
る
創
始
期
以
来
、
日
本

列
島
の
日
本
語
を
話
す
日
本
人
の
文
化
を
主
題
と
し
て
、
日
本
（
人
）
の

“
基
層
”
を
成
す
と
の
想
定
の
も
と
に
列
島
諸
地
域
の
精
神
や
文
化
の
伝

承
事
象
を
追
及
し
て
き
た
。
本
稿
で
主
題
と
し
た
、
外
来
宗
教
で
あ
る
仏

教
を
起
源
と
す
る
文
化
に
し
て
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
仏
教
は
皮
相
に
過

ぎ
ず
、
そ
の
基
層
に
仏
教
伝
来
以
前
の
祖
霊
信
仰
・
先
祖
祭
祀
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
見
解
は
、
そ
の
大
き
な
成
果
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
承
を
視
野
に
入
れ
た
鈴
木



在日華僑の祖霊・餓鬼祭祀─ 183 ─

光
男
に
よ
り
、
盆
行
事
は
、
む
し
ろ
無
縁
仏
に
相
当
す
る
孤
魂
祭
祀
に
重

点
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
と
の
見
解
が
、
柳
田
国
男
の
祖
霊
論
の
批
判
と

し
て
提
起
さ
れ（

（1
（

、
こ
の
鈴
木
論
は
池
上
良
正
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

私
は
、
自
身
の
日
本
、
及
び
華
南
、
東
南
ア
ジ
ア
の
調
査
に
お
け
る
実
感

か
ら
も
、
鈴
木
や
池
上
の
見
解
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
な
の
で（

（1
（

、繰
り
返
さ
な
い
。

　

時
代
を
越
え
て
継
承
さ
れ
る
「
伝
承
」
文
化
と
、
民
俗
が
諸
地
域
へ
と

波
及
す
る
「
伝
播
」
の
解
明
の
た
め
に
、
民
俗
を
考
究
す
る
う
え
で
、
柳

田
・
折
口
以
来
、
民
俗
学
の
調
査
、
研
究
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
や
研
究
方
法
は
、
日
本
文
化

の
“
祖
型
”
と
想
定
さ
れ
た
日
本
人
の
精
神
文
化
を
抽
出
し
得
る
と
い
っ

た
仮
説
に
基
づ
い
て
き
た
。
こ
の
仮
説
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ

に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
日
本
文
化
以
外
の
地
域
文
化
は
、
地
域
に
お
け
る

特
異
な
事
象
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代

の
民
俗
学
に
お
い
て
、
民
俗
文
化
の
地
域
性
を
追
及
し
な
い
研
究
者
は
皆

無
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
伝
統
と
さ
れ
る
正
月
の
行
事
食
「
お
節
料
理
」
の
な
か
に

「
栗
き
ん
と
ん
」
が
あ
る
。
栗
は
稲
作
の
伝
来
以
前
、
縄
文
時
代
以
来
の

歴
史
を
有
す
る
が
、
餡
の
部
分
の
さ
つ
ま
芋
や
砂
糖
は
中
国
大
陸
や
沖
縄

か
ら
輸
出
さ
れ
、
近
世
期
に
列
島
全
域
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
も
さ

つ
ま
芋
は
、
南
米
原
産
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
航
海
に
よ
っ
て
中
国
大
陸

に
渡
り
、
琉
球
を
経
て
日
本
へ
と
伝
来
し
た
。
栗
は
縄
文
時
代
以
来
一
万

年
を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
が
、
砂
糖
や
南
米
原
産
の
さ
つ
ま
芋
が
庶
民

レ
ベ
ル
に
広
が
る
の
は
近
世
以
降
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
重
層

性
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で
を
含
め
た
世
界
と
の
つ

な
が
り
な
く
し
て
、
正
月
の
伝
統
の
行
事
食
の
成
り
立
ち
、
歴
史
は
考
え

ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
一
例
か
ら
も
、
何
を
も
っ
て
日
本
文
化
の
“
基
層
”

と
考
え
る
か
は
非
常
に
難
し
く
、
文
化
の
有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
個
々
の

歴
史
を
先
入
観
な
く
解
明
し
て
ゆ
く
こ
と
が
民
俗
学
に
お
い
て
も
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
華
僑
は
、
そ
の
前
身
と
な
っ
た
長
崎
に
逗
留
し
た
清
国
海
商
に

よ
る
日
清
貿
易
の
時
代
を
含
め
れ
ば
四
世
紀
を
超
え
る
歳
月
が
経
ち
、
長

崎
で
客
死
し
た
華
人
の
供
養
の
た
め
の
普
度
会
は
、
華
僑
が
深
く
関
わ
り

続
け
て
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
普
度
会
は
、
明
清
代
の
道
教

要
素
を
濃
厚
に
持
つ
普
度
行
事
で
あ
っ
た
。

　

日
本
華
僑
や
そ
の
寺
院
に
伝
え
ら
れ
る
普
度
会
は
、
伝
来
元
の
中
国
に

お
い
て
も
伝
承
さ
れ
、
日
清
貿
易
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や

近
代
に
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
華
僑
に
も
伝
え
ら
れ
た
。

　
“
伝
承
”
と
“
伝
播
”
の
解
明
を
目
指
す
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
本

と
す
る
調
査
研
究
は
、
民
俗
研
究
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
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は
日
本
国
内
に
お
け
る
調
査
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
日
本
の

“
民
俗
”
は
日
本
列
島
内
で
生
成
さ
れ
る
文
化
で
あ
る
と
、
意
識
的
、
も

し
く
は
無
意
識
の
う
ち
に
前
提
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
仏
教
に
代
表
さ
れ
る
信
仰
文
化
も
、
行
事
食
な
ど
伝
統
的
な
日

本
の
食
な
ど
生
存
に
欠
か
せ
な
い
農
作
物
も
古
代
、
中
世
以
来
の
外
国
起

源
の
も
の
が
多
数
有
す
る
。

　

移
民
研
究
は
歴
史
学
の
厚
い
研
究
を
有
し
、
ま
た
、
そ
の
現
況
に
つ
い

て
は
文
化
人
類
学
か
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
研
究
が
少
な
く

な
い
。
さ
ら
に
は
、
日
本
国
内
の
地
域
内
の
諸
外
国
人
の
就
業
や
共
同
体

な
ど
に
注
目
し
て
、
多
文
化
共
生
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
行
政
の
レ
ポ
ー

ト
や
社
会
学
か
ら
の
論
文
も
数
多
い
。
こ
う
し
た
分
野
の
成
果
に
も
学
び

つ
つ
、
民
俗
学
は
、
外
国
人
が
故
国
か
ら
来
日
し
て
日
本
で
の
生
活
を
選

ん
だ
経
緯
や
、
移
住
に
あ
た
っ
て
の
故
国
と
日
本
と
の
言
語
や
法
的
制
度

の
壁
、
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
細
か
な
聞
き
取
り
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
日
本
の
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
の
対
策
と
し
て
、
日
本
政
府
は

移
民
政
策
の
検
討
を
加
速
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
多
文
化
共
生
が
可
能

か
真
剣
に
検
討
す
べ
き
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

　

日
本
民
俗
学
は
、
民
衆
の
生
活
の
実
態
や
年
中
行
事
・
人
生
儀
礼
等
、

生
活
レ
ベ
ル
で
の
文
化
や
生
業
研
究
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
が
、

日
本
列
島
内
の
事
象
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
の
は
、
二
次
大
戦
前
・
戦
中
の

国
威
発
揚
の
国
家
の
動
向
と
無
関
係
で
は
な
い
。
戦
後
の
日
本
民
俗
学
を

発
展
さ
せ
た
の
は
、
柳
田
・
折
口
の
弟
子
の
世
代
で
あ
る
。
彼
ら
は
県
・

市
町
村
単
位
の
行
政
の
自
治
体
史
で
の
「
民
俗
編
」
の
た
め
の
調
査
を
主

導
し
、
日
本
各
地
の
民
俗
の
実
態
が
克
明
に
記
録
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、

戦
前
・
戦
中
期
の
民
俗
学
の
あ
り
方
に
ほ
と
ん
ど
無
批
判
で
あ
り
つ
つ
、

農
山
村
部
を
含
め
て
都
市
化
す
る
高
度
経
済
成
長
期
の
生
活
に
も
目
を
向

け
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
都
市
民
の
平
生
に
焦
点
を
当
て
た
“
都
市
民

俗
学
”
が
提
唱
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
活
に
革
命
を
も
た
ら
し
た

自
動
車
や
電
化
製
品
の
組
み
立
て
と
い
っ
た
労
働
や
従
事
者
、
工
場
な
ど

の
現
場
、
あ
る
い
は
日
本
か
ら
の
“
ふ
つ
う
の
人
”
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

輸
出
品
が
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
諸
外
国
へ
の
影
響
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心

を
寄
せ
な
か
っ
た
。

　

日
本
に
移
入
さ
れ
た
外
国
文
化
や
、
日
本
列
島
に
移
住
す
る
外
国
人
、

ま
た
、
近
代
に
移
民
と
し
て
南
米
・
北
米
等
世
界
に
移
り
住
ん
だ
日
本
人

を
視
野
に
入
れ
、“
伝
承
”
と
“
伝
播
”
に
つ
い
て
日
本
と
深
い
関
係
を

有
す
る
外
国
を
も
対
象
と
し
て
調
査
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
民

俗
学
が
、
未
来
に
向
け
た
社
会
提
言
の
土
台
と
も
な
る
成
果
を
生
み
出
す

重
要
な
人
文
科
学
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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注（
１
）	

松
尾
「
清
代
前
期
、
媽
祖
信
仰
・
祭
祀
の
日
本
伝
播
、
歴
史
と
伝
承
─
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
東
ア
ジ
ア
進
出
に
注
目
し
て
─
」（
荒
見
泰
史
編
『
仏
教
の
東
漸
と
西
漸
』

ア
ジ
ア
遊
学
二
五
一
、
勉
誠
社
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）
参
照
。

（
2
）	

松
本
浩
一
「
中
元
節
の
成
立
に
つ
い
て
─
普
渡
文
献
の
変
遷
を
中
心
に
─
」（『
現

代
中
国
学
方
法
論
と
そ
の
文
化
的
視
角
［
方
法
論
・
文
化
篇
］』、
愛
知
大
学
国
際

中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
参
照
。
以
下
の
十
類
の
日
本
語

訳
は
、
本
松
本
論
文
に
拠
る
。

（
3
）	『
瑜
伽
集
要
焰
口
施
食
儀
』
は
、
明
代
、
永
楽
八
年
（
一
四
一
〇
）、
成
祖
の
勅
令

に
よ
り
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
英
宗
の
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）
に
完
成
し
た
『
永

楽
北
蔵
』
所
収
本
に
よ
る
。

（
4
）	

松
尾
編
『
日
本
藏
明
清
時
期
中
日
貿
易
相
関
民
俗
資
料
選
編
』（
陝
西
師
範
大
学

出
版
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
彩
舟
流
唐
船
図
』、

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
長
崎
港
南
京
貿
易
絵
図
』（
川
原
慶
賀
画
）
と
、
松
尾

に
よ
る
解
説
参
照
。

（
5
）	

以
下
、
神
戸
華
僑
の
共
同
墓
地
「
中
華
義
荘
」
や
、
華
僑
の
遺
体
を
日
本
よ
り
中

国
へ
と
送
る
帰
還
船
に
つ
い
て
は
、
松
尾
「
日
本
華
僑
の
共
同
墓
地
と
后
土
・
土

地
神
の
考
察
：
日
本
国
内
の
華
僑
霊
園
の
地
域
差
に
注
目
し
て
」（『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
九
九
、二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。

（
6
）	

以
下
、『
清
俗
紀
聞
』
に
記
さ
れ
る
焔
口
供
に
つ
い
て
の
分
析
や
、
在
日
華
僑
の

伝
え
る
蘭
盆
普
度
会
に
つ
い
て
は
、
松
尾
「
在
日
華
僑
の
先
祖
祭
祀
、
普
度
勝
会

の
伝
承
と
現
在
」（
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究

セ
ン
タ
ー
編
『H

ERIT
EX

』V
ol.1

、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）。

（
7
）	

香
港
で
は
林
錦
源
香
港
市
博
物
館
副
館
長
の
、
広
州
で
は
中
山
大
学
王
玉
氷
博
士

（
現
在
山
東
理
工
大
学
法
学
院
講
師
）
の
協
力
を
得
た
。
香
港
の
銅
鑼
湾
ビ
ク
ト

リ
ア
公
園
の
香
港
潮
属
社
團
総
会
主
催
の
盂
蘭
文
化
節
、
筲
箕
湾
の
潮
州
南
安
堂

福
利
協
進
会
盂
蘭
勝
会
、
油
蔴
地
旺
角
区
四
方
街
街
坊
の
盂
蘭
勝
會
の
祭
祀
に
つ

い
て
は
、
と
も
に
調
査
を
行
っ
た
荒
見
泰
史
の
「
香
港
盂
蘭
勝
会
の
現
状
と
餓
鬼

供
養
」（『
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
第
十
八
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。

（
8
）	

以
下
、
香
港
坪
洲
島
の
中
元
建
醮
の
詳
細
は
、
松
尾
「
清
代
、
南
シ
ナ
海
の
海
商
・

海
賊
、
漁
民
と
媽
祖
信
仰
、
歴
史
と
伝
承
」（『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』
五
号
（
通

巻
四
七
号
）、
二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。

（
9
）	

前
掲
注
五
松
尾
「「
清
代
、
南
シ
ナ
海
の
海
商
・
海
賊
、
漁
民
と
媽
祖
信
仰
、
歴

史
と
伝
承
」」
参
照
。

（
10
）	「
鳥
船
」
と
呼
ば
れ
た
明
清
海
商
や
冊
封
使
の
使
用
し
た
唐
船
は
、
海
上
で
の
戦

闘
に
備
え
て
大
砲
を
装
備
す
る
艦
船
で
も
あ
っ
た
。
松
尾
「〈
鳥
船
〉、
顔
の
あ
る

船
─
明
清
代
の
唐
船
と
琉
球
船
─
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『Rekihaku

』、

文
学
通
信
、
二
〇
二
四
年
二
月
）
参
照
。

（
11
）	

ペ
ナ
ン
の
華
人
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
華
人

を
中
心
と
す
る
研
究
で
あ
る
が
、内
田
直
作「
三
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造（
二
）：

─
広
肇
の
一
典
型
─
」（『
成
城
大
學
經
濟
研
究
』
二
十
一
、一
九
六
五
年
三
月
）

が
も
っ
と
も
早
い
。
近
年
の
研
究
で
は
、
篠
崎
香
織
「
中
華
民
国
の
成
立
と
ペ
ナ

ン
の
華
人
─
越
境
を
生
き
る
た
め
の
複
数
の
場
に
お
け
る
政
治
参
加
」（
地
域
研

究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
『
地
域
研
究
』
十
四
（
二
）、
二
〇
一
四
年
三
月
）
が
、
民

国
時
代
の
ペ
ナ
ン
の
華
人
の
故
国
や
、
ペ
ナ
ン
の
地
方
政
府
と
の
関
わ
り
を
追
及

し
た
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

（
12
）	

マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
の
伝
承
す
る
中
元
普
度
会
と
そ
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て

は
、
櫻
田
涼
子
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
「
マ
レ
ー

シ
ア
華
人
社
会
に
お
け
る
儀
礼
の
変
容
一
中
元
節
の
事
例
か
ら
─
」（『
筑
波
大
学

地
域
研
究
』
二
十
八
、二
〇
〇
七
年
）
を
発
表
し
て
お
り
、
ペ
ナ
ン
の
中
元
節
に

つ
い
て
も
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ペ
ナ
ン
の
華
人
ら

の
中
元
節
が
、
街
区
・
同
業
組
織
・
同
郷
会
等
の
単
位
で
開
催
さ
れ
、
複
数
の
中

元
節
に
参
加
す
る
華
人
が
い
る
こ
と
や
、
住
人
に
よ
る
中
元
節
た
め
の
金
員
の
積

立
、
ま
た
、
最
終
日
の
送
神
霊
後
の
祝
宴
で
の
競
売
等
に
注
目
し
つ
つ
も
、
本
稿
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で
論
じ
る
中
元
連
合
会
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
13
）	
以
下
、
檳
州
中
元
連
合
の
沿
革
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
松
尾
の
二
〇
一
三
年
九
月

の
調
査
の
折
に
檳
州
中
元
連
合
会
よ
り
提
供
を
受
け
た
、
会
の
華
人
へ
の
配
布
を

目
的
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
入
力
し
、
私
製
本
し
た
Ａ
4
版
の
冊
子
本
『
檳
州

中
元
連
合
会
紀
念
特
刊
』（
奥
付
は
な
く
、
内
容
よ
り
一
九
八
一
年
頃
の
作
成
と

推
測
さ
れ
る
）、『
檳
州
中
元
連
合
会
紀
念
会
訊
』（
Ａ
3
二
つ
折
り
、Ａ
4
版
四
ペ
ー

ジ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
五
年
八
月
（
創
刊
号
）、
二
〇
一
六
年
四
月
、

二
〇
一
八
年
八
月
）
等
の
会
報
ほ
か
、
中
元
連
合
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
基
づ
く
。

（
14
）	

マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ラ
地
域
で
の
一
八
七
〇
～
九
〇
年
代
の
華
人
の
錫
鉱
山
労
働
に

つ
い
て
は
、
東
條
哲
郎
「
近
代
マ
レ
ー
半
島
ペ
ラ
に
お
け
る
華
人
錫
採
掘
」

（
二
〇
一
二
年
度
、
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論
文
）
参
照
。

（
15
）	

前
掲
註
（
11
）
内
田
「
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
（
二
）」
参
照
。

（
16
）	

香
港
筲
箕
湾
の
中
元
普
度
に
お
け
る
貧
困
救
済
の
歴
史
等
、
社
会
的
な
役
割
に
つ

い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
17
）	

鈴
木
光
男
「
盆
に
来
る
霊
─
台
湾
の
中
元
節
を
手
が
か
り
と
し
た
比
較
民
俗
学
的

試
論
─
」（『
マ
レ
ビ
ト
の
構
造
』
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
十
一
月
、（
竹
田

聴
洲
編
『
葬
送
墓
制
研
究
』
第
三
巻
「
先
祖
供
養
」（
昭
和
五
十
四
年
、
名
著
出
版
、

再
録
））。

（
18
）	

池
上
良
正
「
宗
教
学
の
研
究
課
題
と
し
て
の
「
施
餓
鬼
」」（
駒
澤
大
学
総
合
教
育

研
究
部
文
化
学
部
門
『
駒
沢
大
学
文
化
』
三
十
二
、二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
19
）	

松
尾
「
在
日
華
僑
の
普
度
勝
会
、
長
崎
・
神
戸
・
京
都
」（『
西
日
本
宗
教
研
究
誌
』

第
四
号
（
文
化
資
源
と
し
て
の
神
仏
習
合
～
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
パ
ラ
ド
ク
ス
を
超

え
て
～
：
西
日
本
宗
教
学
会
第
四
回
学
術
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
）。


